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もりのにぎわい通信  
 

2020 年６月２７日 定例活動報告 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

日時：2020 年 6月 27日（土）9：30～12：00 

場所：小山町 観音地 

天候：曇り 気温 24～29℃ 湿度 80% 風向 北東 風速 1.9m 

参加者：16 人：子ども 0 人、大人 16 人（内土地改良区 5 人） 

■活動 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

9：30集合   

9:45作業開始 

10：30休憩 

12：00後片づけ･解散 

 

■活動報告 

今のところ森の活動は、新型コロナウィルスの影響により、活動時間を午前中までとし､またアクテ

ィボによるボランティア希望者への積極的な参加呼びかけを中断し、地元メンバーが中心による活動

を行っております。 

今月は、地元土地改良区の皆さんや近隣住民の皆さんと松戸市から来られた小松さんの 16人で久し

ぶりに賑やかな定例会となりました。小松さんは、土気駅から徒歩 50分かけて現地入りされたこと

に、若いパワーをもらいました。帰りも土気駅まで歩くと・・・。 

運動不足解消となったでしょうか。 

さて、梅雨本番となって雑草の伸びは益々勢いを増し、木々は新緑から濃い緑色となってきまし

た。 

刈払機 10台と歩行式草刈機 1台がフル稼働して約 2時間、進入路から散策路沿いを中心に草を刈る

ことができました。また、クズの蔓切も大事な作業で飲み込まれそうな小さな苗木や花木の手入れも

しました。 

釜戸近くを刈払機で草刈していたら鳥の卵を見つけました。確認したところキジの卵だそうです。

無事にヒナが巣立つよう刈った草をかけておきました。 

蒸し暑い中でも人と会う時は、マスクをして人と人との間隔をあけることがマナー、在宅ワークな

ど with コロナ社会の到来。人間界は、世界中で新型コロナの影響を受けています。これも人間が起こ

した様々な環境破壊からとも言われているようです。少なくとも人間以外の生き物たちには影響がな

いのは何だか羨ましいと思えてなりません。 

10 時半、木陰で水分補給をしてお昼近くまで作業を続けました。蒸し暑さで汗びっしょりとなりま

したが、大きく枝を伸ばしたネムノキや雑草生い茂る中をひっそりと咲くネジバナやオカトラノオ、

シモツケがとてもきれいでした。 

皆さん、暑い中での作業大変お疲れ様でした。そして、ご協力ありがとうございました。 

 

(記録： 星野 静枝) 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お知らせ ホームページもご覧下さい→ http://www.g-cycle.org/ 

次回の定例会は、７月 25 日（土）（雨天の場合７月 26 日(日)）除草作業､クズの蔓切、苗木の選定を

行ないます。新型ウイルス対策として午前中の活動を予定しています。 

 

 

集合写真 

 

 

   

作業風景：散策路までクズが侵入 

http://www.g-cycle.org/
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自走式草刈機も活躍中 

 

 

土地改良区の皆さん一足先に休憩中    

 

  

手作業も大変そう! 
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クワガタ発見                              キジのタマゴ 

 

  

花の咲いたネムノキ                       ヘビ(アオダイショウ)の死骸発見 

 

 

  
オカトラノウオ                      ネジバナ 
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シモツケ 


